
令和５年度第４回 本庄市交通政策協議会 次第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

（１）デマンドバス及びシャトルバスの仕様書（案）について

（２）令和５年度生活交通確保維持改善計画の事業評価について

（３）本庄市交通政策協議会設置要綱の一部改正について

４．そ の 他

５．閉 会

日 時：令和６年１月２４日（水）

午後１時３０分～

場 所：本庄市役所（６階）大会議室

資料１

資料２

資料３
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「本庄市ＡＩデマンドバスシステム導入支援業務」の概要

１ 「本庄市ＡＩデマンドバスシステム導入支援業務」の目的

「本庄市地域公共交通計画」に基づき、令和６年度に「デマンドバスの予約システムの改善」を図

るため、ＡＩデマンドバスシステムの導入をするものです。

２ 本庄市交通政策協議会で協議する理由

ＡＩデマンドバスシステムの導入については、本庄市交通政策協議会（地域公共交通会議）の協議

事項ではありませんが（本庄市と受託者との契約）、令和７年度以降のデマンドバスの運行に関する

ため、協議会に諮るものです。なお、デマンドバスの業者選定については、令和６年度に別途予定し

ています。

３ 「本庄市ＡＩデマンドバスシステム導入支援業務」の相関図（令和６年度業務）※本仕様書の内容

業務委託契約

４ 令和７年度以降のデマンドバスの運行（案）について（現行のデマンドバスからの変更点）

①運行日

変更前 月曜日から土曜日まで（ただし、国民の祝日に関する法律に基づく休日

及び 12 月 29 日から 1 月 3 日までは除く）

変更後 毎日

②運行エリア

変更前 ①「本庄北地域」②「本庄南地域」

③「児玉市街地」④「児玉山間地域」

変更後 ①「本庄地域」（本庄北・本庄南地域を含む）

②「児玉地域」（児玉市街地・児玉山間地域を含む）

③運行時間
変更前 午前８時から午後５時まで

変更後 午前８時から午後６時まで

④予約時間
変更前 午前８時から午後５時まで

変更後 午前８時から午後６時まで

⑤予約方法
変更前 電話予約

変更後 電話予約、アプリ、Web、LINE

⑥利用者登録制

変更前 なし

変更後 利用者登録制（ただし、観光など一時利用者を対象とした簡易な登録を

含む）

⑦支払方法
変更前 現金、回数乗車券

変更後 現金、回数乗車券、交通系 ICカード等のキャッシュレス決済

本庄市
受託者

（事業主体）

・ＡＩデマンドバスシステムの構築

・有人電話受付予約センターの設置・運営

・運行体制構築に向けた支援

・その他ＡＩデマンドバスの他運行に必要な業務 等

資料１
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本庄市ＡＩデマンドバスシステム導入支援業務 仕様書（案）

１ 委託業務名

本庄市ＡＩデマンドバスシステム導入支援業務

２ 基本条件

（１） 委託期間 契約締結の日から令和７年３月３１日まで

（２） 委託内容 ＡＩデマンドバスシステムの構築及び運用に係る一式

※令和７年４月１日以降は、受託者と市又は市本庄市交通政策協議会（以下「協議会」という。）

が指定する運行事業者との間でシステム等の利用に関し、契約することを想定している。

３ 業務対象地域

対象地域は、本庄市全域とする。

※詳細は、別添１を参照のこと。

４ 業務目的

公共交通のマスタープランとなる「本庄市地域公共交通計画」に基づき、「デマンドバスの予

約システムの改善」等のデマンドバスの見直しに取り組むものである。当該業務は、ＡＩを活

用したデマンドバスシステムを導入し、利便性向上に繋げることを目的とする。

５ 業務内容

（１） 運行内容

ア 運行区域

業務対象地域及び別添１「運行エリアの範囲」のとおり

イ 乗降場所

アで指定するエリアにおいて４００か所程度

ウ 運行車両

(ア) 運行に使用する車両（以下「乗用車両」という。）は、協議会が指定するワゴン車

両４台で、運行事業者が車両リース会社とリース契約を締結する、又は車両を取得

することで、常用車両を使用することを想定している。

(イ) 乗用車両が事故等で使用できない場合に運行する車両（以下「予備車両」という。）

は、運行事業者が用意し、予備車両は運行事業者に使用する権利がある乗車定員１

１人未満の営業車（緑ナンバー）を想定している。

(ウ) 常用車両及び予備車両の点検及び清掃は、運行事業者が適宜実施し、適正な維持

管理を行うことを想定している。

（２） 業務内容

ア 設計・協議

(ア) 発注者と綿密な打ち合わせを行い、使用者利用者に配慮した設計とすること。

(イ) 業務の進捗管理を遺漏なく行うこと。

イ 構築業務

(ア) ＡＩデマンドバス配車に係る、本書に示す要求水準に沿ったシステムを構築し、

各調整、マスタリングを行うこと。
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ウ 利用方法の説明・指導

(ア) 発注者担当者への説明・指導

(イ) 運行事業者への説明・指導

(ウ) 住民説明会における説明・指導に係る相談・支援

エ 保守・運用

(ア) 運行時間帯及び発注者の就業時間内（平日 8:30～17:15 まで）は発注者及び運行

事業者からの電話及び電子メール等による問合せの受付を行うこと。ただし、緊急

時においては、この限りではない。

(イ) システム障害が発生した際は、速やかに復旧の措置を講じ、障害の原因や対応状

況について、復旧までの間、発注者に随時報告すること。また、その際の代替運用

を準備しておくこと。

（３） システム概要

ア デマンド配車システムは、効率的な運行ルートの作成、運行をサポートする目的で、

以下（５）で定める要件を満たす「デマンド配車システム」、「ユーザーアプリ（LINE ミ

ニアプリ含む）」、「ドライバーアプリ」、「管理者Ｗｅｂ」の機能をクラウド型システムに

て構成すること。

イ ユーザーアプリの利用が困難な利用者に配慮し、電話による配車受付手段も整備する

こと。

ウ システムのデータセンターの立地場所が日本国内であること。

エ ドライバータブレット紛失時の顧客情報の漏洩対策の措置が取られていること（ＭＤ

Ｍによるデータ消去、ロックなど）

オ 管理者Ｗｅｂとドライバータブレットで不正アクセスへの対応策としてパスワード以

外の措置が取られていること。

（４） システムの提供範囲

ア 発注者が指定するエリアにおいて、運行車両４台及び予備車両１台がデマンド運行を

行う体制とする（台数の拡大にも対応できるようにしておくこと）。

イ 各車両は乗合で運行されるものとし、発注者が指定するエリア内の乗降場所にて乗降

可能とする。

ウ 車両及び車両メンテナンス、コールセンター（オペレーター含む）は、受注者が手配

し、市協議会が指定する運行事業者へ貸与するものとする。運転手は、発注者が別途運

行事業者と協議の上、用意することを想定する。

エ コールセンター用に管理用パソコン又はタブレットを用意すること。また、ドライバ

ーアプリとして使用する車載器端末等（SIM カード、その他車載器付属品含む）について

は、運用車両数に応じた台数を提供すること。なお、何れも貸借又は購入による調達の

手法は問わないが、通信費を含む所要額を提案価格に含めること（車載器端末は、タブ

レットサイズを基本とする）。

（５） システムに関わる要件

ア 予約・配車・運行管理に関わる基本機能（デマンド配車システム）

(ア) 利用者からの予約（電話・アプリ又は Web・LINE）を受け付け、瞬時に運行車両へ

乗車降車情報をリアルタイムに配信できること。

(イ) 電話で予約を受ける際に、オペレーターによる管理者Ｗｅｂへの手動登録ができ

ること。
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(ウ) 予約締切時間を任意に指定することができること。

(エ) 予約受付方法は「即時予約」「事前予約」方式の双方に対応すること。

(オ) AI による乗降拠点選択方式を有する配車システムであること。

(カ) 運行範囲の設定が可能であり、更に運行区域拡大に対応できること。

(キ) MaaS アプリへの API 連携が可能であり、国内での実績を有すること。

(ク) バスロケーションシステムと連携が可能であり、国内での実績を有すること。

(キ) 車椅子対応等の機能を保持し、国内での実績を有すること。

(コ) 交通系 IC カード等のキャッシュレス決済機能を保持し、国内での実績を有するこ

と。

(ク) 乗車人数の設定が可能であること。

(ケ) オペレーターの判断により、需要が集中する時間帯に限り、予約の少ない運行区

域の車両を予約の多い運行区域で運行させるなど、需要に応じた柔軟な運行が可能

であること。

イ ユーザーアプリ

(ア) 予約の確定及び予約状況の確認、そのキャンセル、乗降場所の案内ができること。

(イ) 乗車人数、乗車希望時間を任意に指定することができること。

(ウ) 利用者からの予約状況は、ユーザーが指定した現在地、目的地を踏まえ、システ

ムが乗降場所を確定し、ユーザーアプリ上でも確認できること。

(ウ) ユーザーアプリは iOS と Android 双方に対応すること。

(エ) 事前予約に対応できること。

(オ) 詳細な地図標記とすること。地図表示から乗降地点の指定が行えること。

(キ) クレジットカード決済については、国内を含む主要なカードに対応できること。

(カ) アプリ利用初心者でも容易に利用できること。

(キ) その他、利用者の活用促進や利便性を高める機能を有すること。

ウ LINEミニアプリ

(ア) 市の公式LINEから予約機能を起動できること。

(イ) LINEミニアプリ内で登録・予約が完結すること。

(ウ) 予約の確定及び予約状況の確認、そのキャンセル、乗降停留所の案内、車両位置

情報の確認ができること。

(エ) 乗車人数、乗降車希望時間を任意に指定することができること。

(オ) ユーザーが指定した現在地、目的地を踏まえ、システムが乗降停留所を確定し、

ユーザーアプリ上でも確認できること。

(オ) iOSとAndroid双方に対応すること。

エ ドライバーアプリ

(ア) ドライバーアプリは乗務員に対するナビゲーション機能を有すること（利用者の

乗降場所及び運行ルートの表示など）。また、予約発生時に適切にドライバーに通知

する機能を有すること。

(イ) ドライバーアプリは iOS か Android いずれかに対応すること。

(ウ) アプリ利用初心者でも容易に利用できること。

(エ) その他、ドライバーの利便性を高める機能を有すること。

オ 運行管理機能（管理者Ｗｅｂ）

(ア) 管理者Ｗｅｂは指定のＵＲＬにアクセスすることで利用可能とすること。
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(イ) 車両予約：管理者Ｗｅｂにて運行車両の予約状況を確認できること。

(ウ) 利用者の情報：管理者Ｗｅｂにて利用者情報を登録、修正、削除できること。

(エ) 利用者予約：管理者Ｗｅｂにて利用者の予約状況を把握が可能で、予約情報を登

録、修正、削除できること。

(オ) 車両管理：管理者Ｗｅｂにて運行する車両を登録、修正、削除が可能で、運行に

より取得する乗降データを出力できること。

(カ) 運行管理：異常発生時に管理者Ｗｅｂにて新規の予約受付停止が可能で、過去の

運行記録についても確認ができること。

(キ) 運行実績：利用実績（日別・時間帯別等）を随時確認が可能で、利用実績（1 件

明細の乗降履歴・日別・時間帯別等）をＣＳＶ等のファイル形式でダウンロードす

ることができること。

（６） 車載決済端末に関わる要件

ア 運賃の支払いは、現金、回数乗車券及び交通系 ICカード等のキャッシュレス決済と

し、受注者は車内に車載決済端末を設置する。

イ クレジットカード決済についても、国内を含む主要なカードに対応できること。

（７） 事業支援業務

ア 業務進捗管理

発注者と随時打ち合わせを行い、事業進捗に係る相談・支援を行うこと。

イ 地域合意形成に向けた支援

地域住民や地元交通事業者、関係各所（運輸支局等）への説明・協議に当たり、委託業

務範囲（例：システムの使用方法や仕組み、予約方法等）に係る資料の準備や説明事項

の整理に関し、相談・支援を行うこと。

ウ 交通事業者による運行体制構築に向けた支援

運行業務を担う交通事業者への業務委託において、業務委託の内容の準備等に関し、

相談・支援を行う（乗務員へのレクチャー等の支援含む）。

エ 利用促進に向けた支援

(ア) 利用者登録支援に向けたチラシ作成や、プレスリリース、住民説明会の実施に当

たり、委託業務範囲に係る企画立案や、資料の準備、説明事項の整理等に関し、相

談・支援を行うこと。

(イ) ①本庄市において新たな移動手段の確保に向けた提案（次世代モビリティ、自動

運転バス等）、②児玉山間地域での公共交通の将来像、③共助交通・路線バス・タ

クシー等、市内の交通機関を組み合わせた新たな公共交通のあり方、④導入したＡ

Ｉ配車システムの拡張機能、応用（MaaS、バスロケーションシステムなど）、⑤市

が進める生活基盤におけるデジタル化とのＡＩ配車システムとの連動（ＩＣＴを活

用した高齢者のコミュニケーション推進等）、⑥収支率の改善（企業からの協賛金

や広告収入など）等の観点において、必要に応じて助言・提案を行うこと。

カ 有人電話受付予約センターの設置

(ア) 将来の利用者拡大を見据え、１日当たり約１６０人の電話受付を想定し、対応で

きる体制の構築・運営を行うこと（１日約５０人を当初設定とし、利用状況に応

じ、将来的に１日約１６０人までの電話受付予約に対応できるようにすること）。

(イ) 毎日午前８時から午後６時まで電話を受け付けること。

キ 運行車両の手配
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運行車両４台及び予備車両１台については、受託者又は受託者が指定する車両リース

事業者が手配し、外装ラッピング（フルラッピング）を行うこと。履行期間中は、市が指

定する運行事業者に貸与するものとする。なお、受託者又は受託者が指定する車両リー

ス事業者が手配する車両の仕様については、本庄市交通政策協議会が指定する車両とす

る。ただし、運行車両４台及び予備車両１台の車両リース及び外装ラッピング（フルラ

ッピング）の費用は、提案価格に含めないこと。別途、運行経費に係る補助として、市が

負担することを想定する。

キ 車両調達の支援

受注者は、運行事業者に対し、令和７年４月１日の運行開始に向け、世界的な半導体

不足や部品調達の遅延により、ワゴン車両の確保に遅延が生じないよう車両調達の支援

を行うこと。

ク 利用者登録

利用者登録について受付を行うこと。ただしまた、観光など一時利用者を対象とした

簡易な登録をも可能とすること。

（８） 打合せ協議

業務に当たり、本庄市交通政策協議会事務局担当職員市との間で適時に十分な打合せを

行うとともに、事務局市は業務期間中いつでも各種作業の進捗状況の報告を求めることが

できるものとする。また、定期的な打合せ会議を行い、必要に応じて改善提案を行うこと

とする。

（９） 個人情報の保護等

受注者は、個人情報が適切に管理されるよう必要な措置を講ずるとともに、この契約に

よる事務処理上知り得た個人情報を他人に知らせ、又は不当な目的に利用してはならない。

契約期間が満了し、又は契約が解除された後においても、同様とする。

５ 成果物

本業務の成果品は、完了時に以下のとおり納品し、成果品の権利は、発注者に帰属する。な

お、発注者が承諾した場合を除き、受注者は成果品の公表をしてはならない。

・プロジェクト計画書

・サービス説明書

・サービス利用規約

・システム設定書

・保守・運用体制

・ユーザーアプリマニュアル

・ドライバーアプリマニュアル

・管理者Ｗｅｂマニュアル

・乗降場所に関する地図

・業務報告書一式

・上記全成果品の電子データ（ワード･エクセル版、PDF 版）

・ドライバータブレット ４台 予備１台

・車載決済端末 ４台 予備１台

※その他委託作業により作成した資料一式については、その都度納品すること
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６ 成果物提出先

埼玉県本庄市本庄３丁目５番３号（本庄市都市整備部都市計画課内）

本庄市交通政策協議会事務局

７ 留意事項

（１） 法令等遵守

受注者は、本業務の実施に当たり、関連する法令等を遵守しなければならない。

（２） 資料の貸与

発注者が保有する本業務に必要な資料は、発注者から受注者に貸与するものとする。貸

与資料については、破損、滅失等のないように慎重に取り扱うものとする。また、資料や

データを外部に漏洩してはならない。

（３） 守秘義務

受注者は、「本庄市個人情報の保護に関する法律施行条例」（平成１５年法律第５７号）

を遵守し、業務上知り得た個人情報等の秘密を他人に漏らしてはならない。業務終了後に

おいても同様とする。ただし、あらかじめ発注者の承諾を得た場合はこの限りではない。

（４） 損害の賠償

本業務の実施に当たり、第三者に損害を与えた場合、直ちにその状況等を報告し、市の

指示に従うものとする。なお、損害賠償の責任は、受注者が負うものとする。

（５） 成果品の帰属

本業務における成果品は、全て発注者に帰属するものとし、受注者は発注者の許可なく

複製、使用、流用又は他への公表をしてはならない。また、履行に当たり、第三者の著作権

等の抵触するものについては、受注者の責任において処理するものとする。

（６） 再委託の禁止

受注者は、本業務の全部を一括して、若しくは主たる部分を第三者に委任し、又は請け

負わせてはならない。ただし、主たる部分を除き、発注者の承諾を得た場合についてはこ

の限りではない。なお、承諾を受ける場合は、発注者に対し再委託承諾願いを提出するも

のとする。

（７） 委託料の支払い

委託料の支払いは、委託業務完了後一括払いとする。（国及び県の補助事業の完了確定後

となる。）

（８） その他

本仕様書に定める事項について疑義が生じた場合、又は本仕様書に定めがない事項につ

いては、発注者との協議により定めるものとする。

８ その他

ＡＩデマンドバスシステムの詳細な要件については、別添２の仕様書の必須機能を満たすこ

と。
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6

別添１「運行エリアの範囲」

※地域①②を「本庄地域」、地域③④を「児玉地域」とし、現行の４エリアを２エリアとする。
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モ
デ
ル
仕
様
書
（
AI
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
）

■
概
要

※
1：

自
治
体
に
と
っ
て
必
須
と
思
わ
れ
る
機
能
 
※
2：

20
24
/4
以
降
で
実
装
が
望
ま
れ
る
機
能
 
※
選
択
必
須
：
委
託
元
に
よ
っ
て
業
務
上
必
要
と
な
る
場
合
は
必
須
と
な
る
機
能

対
応
可
否

備
考

(判
断
に
困
る
も
の
、
オ
プ
シ
ョ
ン
等
で
対
応
す
る
場
合
な
ど
特
記
が
あ
れ
ば

可
能
な
範
囲
で
記
載
く
だ
さ
い
。
)

■
基
本
要
件

対
応

可
の

項
目

に
○

を
記

入
く

だ
さ

い

共
通

事
項

サ
ー

ビ
ス

提
供

環
境

機
器

環
境

利
用

者
の

操
作

機
器

環
境

（
PC

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

）
及

び
管

理
者

側
（

管
理

シ
ス

テ
ム

・
ド

ラ
イ

バ
ー

）
の

操
作

機
器

環
境

を
指

定
す

る
。

・
対

応
さ

せ
る

機
器

（
PC

/ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
）

・
対

応
OS

と
そ

の
バ

ー
ジ

ョ
ン

・
対

応
ブ

ラ
ウ

ザ
と

そ
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
 

な
ど

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

は
、

iO
Sと

An
dr

oi
d双

方
に

対
応

す
る

こ
と

。

〇

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

環
境

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
環

境
及

び
通

信
経

路
の

暗
号

化
に

つ
い

て
自

治
体

が
希

望
す

る
要

件
を

記
載

す
る

。
提

案
す

る
環

境
が

自
治

体
の

希
望

と
異

な
る

場
合

は
、

そ
の

理
由

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
問

題
な

い
こ

と
を

示
す

こ
と

。
（

例
）

利
用

者
側

環
境

：
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
動

作
す

る
こ

と
管

理
者

側
環

境
：

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

動
作

す
る

こ
と

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

通
信

経
路

に
お

い
て

は
暗

号
化

を
行

う
こ

と
。

〇

デ
ー

タ
管

理

デ
ー

タ
管

理
環

境
に

つ
い

て
自

治
体

が
希

望
す

る
要

件
を

記
載

す
る

。
提

案
す

る
環

境
が

自
治

体
の

希
望

と
異

な
る

場
合

は
、

そ
の

理
由

や
デ

ー
タ

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

面
で

問
題

な
い

こ
と

を
示

す
こ

と
。

例
：

ア
プ

リ
サ

ー
ビ

ス
の

場
合

、
サ

ー
ビ

ス
に

お
い

て
登

録
さ

れ
る

デ
ー

タ
は

、
デ

バ
イ

ス
内

に
は

情
報

は
保

有
せ

ず
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

ク
ラ

ウ
ド

環
境

（
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

内
）

で
デ

ー
タ

を
保

有
す

る
こ

と
。

〇
※

選
択

必
須

デ
ー

タ
の

バ
ッ

ク
パ

ッ
プ

に
関

し
て

自
治

体
が

希
望

す
る

要
件

を
記

載
す

る
。

提
案

す
る

環
境

が
自

治
体

の
希

望
と

異
な

る
場

合
は

、
そ

の
理

由
や

デ
ー

タ
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

で
問

題
な

い
こ

と
を

示
す

こ
と

。
・

ど
の

よ
う

な
環

境
で

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
行

う
か

・
間

隔
と

世
代

数
（

例
：

週
次

で
４

世
代

保
有

す
る

こ
と

）
（

そ
の

他
）

障
害

発
生

時
の

情
報

資
産

の
退

避
先

は
発

注
者

が
指

定
し

た
場

合
を

除
き

全
て

日
本

国
内

で
あ

る
こ

と
。

〇

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

端
末

故
障

時
や

機
種

変
更

時
の

デ
ー

タ
引

継
ぎ

が
配

慮
が

さ
れ

て
い

る
こ

と
〇

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

原
則

、
24

時
間

36
5日

利
用

可
能

と
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

保
守

等
の

予
定

さ
れ

た
停

止
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

〇

ラ
イ

セ
ン

ス
・

ユ
ー

ザ
数

等
利

用
者

側
ユ

ー
ザ

数
利

用
者

側
ア

カ
ウ

ン
ト

ラ
イ

セ
ン

ス
が

必
要

と
な

る
場

合
は

、
利

用
者

ユ
ー

ザ
ー

数
と

し
て

○
ア

カ
ウ

ン
ト

以
上

対
応

す
る

こ
と

。
〇

管
理

者
側

ユ
ー

ザ
数

管
理

者
側

ア
カ

ウ
ン

ト
ラ

イ
セ

ン
ス

が
必

要
と

な
る

場
合

は
、

利
用

者
ユ

ー
ザ

ー
数

と
し

て
特

権
ユ

ー
ザ

ー
○

ア
カ

ウ
ン

ト
以

上
、

一
般

ユ
ー

ザ
ー

○
ア

カ
ウ

ン
ト

以
上

対
応

す
る

こ
と

。
〇

デ
ザ

イ
ン

・
操

作
性

デ
ザ

イ
ン

表
示

画
面

上
の

項
目

配
置

や
色

使
い

等
、

誰
も

が
利

用
し

や
す

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
な

デ
ザ

イ
ン

と
な

る
よ

う
指

定
〇

操
作

性

表
示

画
面

上
の

項
目

配
置

や
色

使
い

等
、

誰
も

が
利

用
し

や
す

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
な

デ
ザ

イ
ン

と
な

る
よ

う
指

定
（

例
）

年
配

者
に

も
操

作
が

わ
か

り
や

す
い

よ
う

な
画

面
設

計
が

さ
れ

て
い

る

〇

モ
デ
ル
仕
様
書
・
要
件
定
義

回
答
欄

機
能
分
類
体
系

事
業
者
名

サ
ー
ビ
ス
名

AI
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
利
用
者
の
予
約
内
容
や
タ
イ
ミ
ン
グ
に
応
じ
て
柔
軟
に
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
を
手
配
し
、
地
域
全
体
の
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
な
利
用
を
促
進
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
電
話
に
て
乗
車
予
約
が
可
能
で

あ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
AI
を
活
用
し
て
作
成
し
た
運
行
ル
ー
ト
等
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
減
便
に
よ

る
交
通
不
便
を
解
消
し
、
住
⺠
の
自
由
な
移
動
を
提
供
す
る
持
続
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

必
須

機
能 ※
1

今
後
拡

張
が
望

ま
れ
る

機
能 ※
2

記
入
用
凡
例

要
件

大
項
目

中
項
目

小
項
目

○
：

対
応

可
(必

須
機

能
欄

の
場

合
は

24
/4

時
点

で
実

装
予

定
の

機
能

も
含

む
)

×
：

対
応

不
可

△
：

そ
の

他
(備

考
欄

に
詳

細
を

記
入

く
だ

さ
い

)

別
添
２
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ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

「
JIS

 X
83

41
-3

：
20

16
」

が
規

定
す

る
「

レ
ベ

ル
AA

」
に

準
拠

す
る

な
ど

ア
ク

セ
ス

ビ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

た
デ

ザ
イ

ン
で

あ
る

こ
と

。
○

視
覚

障
害

者
支

援

サ
ー

ビ
ス

を
円

滑
に

利
用

す
る

た
め

の
ユ

ー
ザ

補
助

機
能

と
し

て
、

次
の

よ
う

な
機

能
を

用
意

で
き

る
こ

と
。

例
）

・
視

覚
障

害
者

が
自

力
で

ユ
ー

ザ
ー

向
け

ア
プ

リ
等

を
操

作
で

き
る

機
能

・
各

種
機

能
を

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
キ

ー
に

よ
り

利
用

で
き

る
機

能
な

ど

○

多
言

語
対

応
（

多
言

語
対

応
が

必
要

な
場

合
）

必
要

な
言

語
を

示
す

。
○

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

認
証

資
格

（
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

場
合

）
IS

M
S、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ポ
リ

シ
ー

マ
ー

ク
な

ど
事

業
者

に
お

け
る

認
証

制
度

・
評

価
制

度
へ

の
対

応

〇
※

選
択

必
須

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー

・
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

は
 T

ie
r３

4相
当

で
あ

り
、

建
築

基
準

法
（

昭
和

 2
5 

法
律

第
 2

01
 

号
）

の
新

耐
震

基
準

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
。

・
デ

ー
タ

セ
ン

タ
の

物
理

的
所

在
地

を
日

本
国

内
と

し
、

情
報

資
産

に
つ

い
て

、
合

意
を

得
な

い
限

り
日

本
国

外
へ

の
持

ち
出

し
を

行
わ

な
い

こ
と

。

○

個
人

情
報

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

遵
守

個
人

情
報

保
護

法
お

よ
び

○
○

市
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
を

遵
守

す
る

こ
と

。
〇

シ
ス

テ
ム

ロ
グ

エ
ラ

ー
情

報
の

把
握

や
UI

/U
Xの

改
善

に
必

要
と

な
る

ロ
グ

情
報

を
取

得
す

る
こ

と
。

〇
ア

ク
セ

ス
・

操
作

ロ
グ

管
理

シ
ス

テ
ム

の
ア

ク
セ

ス
ロ

グ
・

操
作

ロ
グ

を
取

得
す

る
こ

と
。

〇

不
正

プ
ロ

グ
ラ

ム
対

策

シ
ス

テ
ム

（
サ

ー
ビ

ス
）

の
稼

働
環

境
及

び
開

発
・

テ
ス

ト
環

境
に

お
い

て
は

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ウ

ィ
ル

ス
等

不
正

プ
ラ

グ
ラ

ム
の

侵
入

や
外

部
か

ら
の

不
正

ア
ク

セ
ス

が
起

き
な

い
よ

う
対

策
を

講
じ

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ら
対

策
で

用
い

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
は

常
に

最
新

の
状

態
に

保
つ

こ
と

。

〇

シ
ス

テ
ム

（
サ

ー
ビ

ス
）

の
稼

働
環

境
及

び
開

発
・

テ
ス

ト
環

境
で

用
い

る
OS

や
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
は

、
不

正
プ

ラ
グ

ラ
ム

対
策

に
係

る
パ

ッ
チ

や
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
な

ど
適

宜
実

施
で

き
る

環
境

を
準

備
す

る
こ

と
。

〇

そ
の

他
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
個

人
情

報
の

保
護

に
配

慮
す

る
な

ど
、

利
用

者
が

安
心

し
て

利
用

で
き

る
対

策
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

〇

デ
ー

タ
移

行
ー

シ
ス

テ
ム

更
新

（
再

構
築

）
の

場
合

、
前

シ
ス

テ
ム

か
ら

の
デ

ー
タ

移
行

の
条

件
を

記
載

す
る

。
（

例
）

移
行

デ
ー

タ
の

種
類

等

○
※

選
択

必
須

将
来

的
な

シ
ス

テ
ム

移
行

等
に

備
え

、
保

持
す

る
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
政

府
相

互
運

用
性

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
（

GI
F）

に
準

拠
す

る
な

ど
標

準
的

な
デ

ー
タ

モ
デ

ル
に

沿
っ

た
形

に
す

る
こ

と
。

〇

サ
ー

ビ
ス

終
了

時
・

契
約

満
了

時
等

の
対

応

保
有

デ
ー

タ
の

提
供

サ
ー

ビ
ス

開
始

後
に

利
用

者
が

入
力

し
た

情
報

及
び

発
注

者
が

登
録

し
た

情
報

の
う

ち
、

発
注

者
の

情
報

管
理

権
限

を
有

す
る

情
報

に
つ

い
て

は
、

契
約

終
了

後
全

て
抽

出
し

発
注

者
に

提
供

す
る

こ
と

。
〇

保
有

デ
ー

タ
の

消
去

等

サ
ー

ビ
ス

を
終

了
若

し
く

は
サ

ー
ビ

ス
利

用
契

約
終

了
後

は
、

保
有

デ
ー

タ
の

提
供

の
の

ち
、

速
や

か
に

シ
ス

テ
ム

か
ら

消
去

す
る

こ
と

。
消

去
に

お
い

て
は

、
復

元
不

可
能

な
状

態
に

す
る

こ
と

。
（

必
要

な
場

合
）

デ
ー

タ
消

去
後

に
、

当
該

デ
ー

タ
を

保
存

し
て

い
た

記
憶

装
置

の
物

理
的

破
壊

を
行

う
と

と
も

も
に

、
そ

の
エ

ビ
デ

ン
ス

を
提

出
す

る
こ

と
。

〇
※

選
択

必
須

オ
プ

ト
ア

ウ
ト

対
応

利
用

者
か

ら
の

申
し

出
に

よ
り

、
当

該
利

用
者

に
関

す
る

情
報

を
全

部
ま

た
は

一
部

削
除

で
き

る
機

能
〇

利
用

規
約

等
利

用
規

約
へ

の
同

意
サ

ー
ビ

ス
の

初
回

利
用

時
や

サ
ー

ビ
ス

に
重

要
な

変
更

を
行

っ
た

際
に

は
、

利
用

者
に

利
用

規
約

の
内

容
を

提
示

し
、

確
認

（
同

意
）

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

〇

自
動

取
得

情
報

へ
の

同
意

機
器

の
個

体
番

号
や

GP
S位

置
情

報
等

、
利

用
者

が
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
た

場
合

に
自

動
敵

に
取

得
す

る
情

報
を

明
示

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

情
報

取
得

に
つ

い
て

同
意

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

（
利

用
規

約
の

確
認

に
含

む
場

合
は

不
要

）
〇

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ポ
リ

シ
ー

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ポ
リ

シ
ー

を
表

示
す

る
こ

と
。

〇

問
合

せ
機

能
ー

サ
ー

ビ
ス

内
の

問
い

合
わ

せ
フ

ォ
ー

ム
な

ど
か

ら
、

問
い

合
わ

せ
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
○
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統
計

機
能

ー
シ

ス
テ

ム
・

サ
ー

ビ
ス

の
運

用
状

況
や

利
用

状
況

を
定

期
又

は
任

意
の

時
点

で
集

計
す

る
機

能
例

：
ア

プ
リ

登
録

者
数

、
ア

プ
リ

ア
ク

テ
ィ

ブ
利

用
者

数
、

延
べ

利
用

回
数

 
な

ど
〇

関
係

法
規

制
へ

の
対

応
ー

サ
ー

ビ
ス

の
稼

働
、

運
用

・
提

供
に

関
係

す
る

関
係

法
規

制
を

遵
守

す
る

と
と

も
に

、
常

に
最

新
動

向
を

把
握

し
、

適
宜

必
要

な
見

直
し

・
改

善
を

実
施

す
る

こ
と

〇

著
作

権
ー

（
必

要
な

場
合

）
・

第
三

者
が

権
利

を
有

し
て

い
る

画
像

等
を

使
用

す
る

場
合

は
、

事
前

に
権

利
者

か
ら

二
〇

※
選

択
必

資
格

管
理

利
用

者
側

ア
カ

ウ
ン

ト
管

理
管

理
情

報
利

用
者

は
、

以
下

の
情

報
を

登
録

し
利

用
登

録
を

行
え

る
こ

と
。

（
例

）
氏

名
、

住
所

、
生

年
月

日
、

電
話

番
号

、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

な
ど

〇

ア
カ

ウ
ン

ト
設

定
方

法
・

認
証

方
法

利
用

者
ア

カ
ウ

ン
ト

の
設

定
方

法
（

再
設

定
含

む
）

及
び

認
証

方
法

（
再

認
証

も
含

む
）

に
つ

い
て

指
定

※
設

定
時

や
認

証
時

に
お

け
る

２
段

階
認

証
や

多
要

素
認

証
、

生
体

認
証

を
導

入
し

た
い

場
合

は
指

定

〇

ソ
ー

シ
ャ

ル
ロ

グ
イ

ン
や

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
に

よ
る

ロ
グ

イ
ン

な
ど

、
指

定
す

る
ロ

グ
イ

ン
方

法
が

あ
る

場
合

は
指

定
す

る
。

○

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
を

用
い

た
利

用
者

情
報

の
登

録
や

認
証

を
行

う
こ

と
に

よ
り

運
賃

割
引

等
の

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

資
格

情
報

管
理

に
対

応
す

る
こ

と
。

〇

ア
カ

ウ
ン

ト
情

報
の

修
正

・
停

止
利

用
者

自
身

が
ア

プ
リ

上
で

ア
カ

ウ
ン

ト
情

報
の

修
正

・
停

止
（

廃
止

）
を

行
え

る
こ

と
。

〇

管
理

者
が

利
用

者
の

ア
カ

ウ
ン

ト
情

報
を

確
認

・
停

止
（

廃
止

）
、

削
除

が
で

き
る

こ
と

。
〇

運
行

管
理

側
ア

カ
ウ

ン
ト

管
理

管
理

情
報

以
下

の
情

報
を

登
録

し
、

管
理

者
ア

カ
ウ

ン
ト

（
運

行
管

理
者

・
ド

ラ
イ

バ
ー

）
を

作
成

で
き

る
こ

と
。

（
例

）
所

属
名

、
名

前
 

な
ど

〇

運
行

管
理

者
が

、
ド

ラ
イ

バ
ー

ID
を

発
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
※

管
理

者
の

依
頼

に
よ

る
受

託
者

等
の

作
業

も
含

む
〇

ア
カ

ウ
ン

ト
設

定
方

法
・

認
証

方
法

ID
・

パ
ス

ワ
ー

ド
に

よ
る

ロ
グ

イ
ン

が
可

能
な

こ
と

。
〇

■
類
型
毎
に
異
な
る
機
能
要
件

利
用

者
向

け
機

能
利

用
者

ア
プ

リ
（

W
EB

）
機

能
配

車
予

約
機

能
乗

降
地

点
、

乗
車

人
数

、
乗

車
希

望
時

間
を

指
定

し
て

予
約

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
〇

利
用

者
が

指
定

し
た

出
発

地
・

目
的

地
か

ら
、

シ
ス

テ
ム

が
乗

降
地

点
を

指
定

で
き

る
こ

と
。

〇

地
図

表
示

か
ら

乗
降

地
点

の
指

定
が

行
え

る
こ

と
。

○
登

録
し

た
乗

降
地

点
や

過
去

の
利

用
履

歴
か

ら
、

乗
降

地
点

の
選

択
が

可
能

な
こ

と
。

○
予

約
時

に
ド

ラ
イ

バ
ー

へ
の

伝
達

事
項

を
入

力
で

き
る

こ
と

。
○

予
約

状
況

の
確

認
、

乗
降

地
点

の
確

認
が

で
き

る
こ

と
。

〇
予

約
の

キ
ャ

ン
セ

ル
が

で
き

る
こ

と
。

〇

運
行

状
況

確
認

予
約

し
た

車
両

の
位

置
情

報
を

ア
プ

リ
上

（
W

eb
上

）
で

確
認

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
○

オ
ン

ラ
イ

ン
決

済
機

能

利
用

料
金

の
支

払
い

に
つ

い
て

、
予

約
時

に
事

前
支

払
い

又
は

乗
車

時
支

払
い

を
選

択
で

き
る

こ
と

。
ま

た
、

事
前

支
払

い
を

選
択

し
た

場
合

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
決

済
が

で
き

る
こ

と
。

○

お
知

ら
せ

受
信

予
約

日
時

の
リ

マ
イ

ン
ド

や
車

両
到

着
な

ど
の

通
知

を
受

信
で

き
る

こ
と

。
○

配
車

シ
ス

テ
ム

の
機

能
運

行
計

画
運

行
計

画
の

作
成

各
車

両
は

相
乗

り
で

運
行

さ
れ

る
も

の
と

し
、

運
行

範
囲

内
に

お
け

る
AI

を
活

用
し

た
効

率
的

な
配

車
、

自
動

ル
ー

ト
の

生
成

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

予
約

の
追

加
や

キ
ャ

ン
セ

ル
に

応
じ

、
運

行
計

画
を

自
動

で
修

正
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

〇

運
行

条
件

の
設

定
運

行
範

囲
を

設
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
〇

道
路

の
通

行
止

め
情

報
等

の
運

行
不

可
道

路
を

登
録

し
、

通
行

止
め

区
間

の
迂

回
時

間
を

踏
ま

え
た

配
車

計
画

が
作

成
で

き
る

こ
と

。
ま

た
特

定
の

停
留

所
の

利
用

の
一

時
停

止
・

移
動

を
可

能
と

す
る

こ
と

。
〇

発
着

位
置

指
定

位
置

乗
降

型
乗

降
地

点
の

登
録

/変
更

/削
除

が
で

き
る

こ
と

。
地

点
登

録
等

に
お

い
て

は
、

地
図

画
面

上
や

一
覧

表
示

か
ら

用
意

に
で

き
る

よ
う

工
夫

す
る

こ
と

。

〇
※

選
択

必
須

任
意

位
置

乗
降

型
利

用
者

が
指

定
す

る
任

意
の

地
点

か
ら

の
乗

降
を

可
能

と
す

る
こ

と
。

利
用

者
が

任
意

の
地

点
を

指
定

で
き

な
い

場
合

に
は

、
公

共
交

通
空

白
地

域
を

極
力

削
減

で
き

る
よ

う
多

く
の

乗
降

場
所

が
設

定
可

能
で

あ
る

こ
と

。

〇
※

選
択

必
須

配
車

予
約

配
車

予
約

予
約

受
付

方
法

は
「

即
時

予
約

」
「

事
前

予
約

」
方

式
の

双
方

に
対

応
す

る
こ

と
〇

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
・

パ
ソ

コ
ン

か
ら

の
予

約
は

、
利

用
者

の
操

作
の

み
で

受
付

が
完

了
す

る
こ

と
。

〇
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利
用

者
の

希
望

条
件

で
予

約
で

き
な

い
場

合
は

、
希

望
時

間
近

く
の

空
き

状
況

を
案

内
す

る
こ

と
。

〇

予
約

を
も

と
に

決
定

し
た

配
車

デ
ー

タ
を

即
時

に
、

管
理

シ
ス

テ
ム

及
び

ド
ラ

イ
バ

ー
用

シ
ス

テ
ム

へ
共

有
で

き
る

こ
と

。
〇

お
知

ら
せ

通
知

予
約

日
に

予
約

内
容

を
リ

マ
イ

ン
ド

通
知

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
〇

車
両

の
到

着
を

通
知

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
〇

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

利
用

者
以

外
へ

の
お

知
ら

せ
通

知
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

（
例

）
メ

ー
ル

に
よ

る
通

知
、

電
話

番
号

へ
の

自
動

音
声

通
知

 
な

ど
○

ド
ラ

イ
バ

ー
ア

プ
リ

機
能

ド
ラ

イ
バ

ー
向

け
ア

プ
リ

機
能

運
行

支
援

乗
降

場
所

及
び

運
行

ル
ー

ト
な

ど
を

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
す

る
機

能
が

あ
る

こ
と

。
〇

各
乗

降
地

点
の

乗
客

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

〇
予

約
キ

ャ
ン

セ
ル

が
あ

っ
た

場
合

に
ド

ラ
イ

バ
ー

へ
通

知
で

き
る

こ
と

。
〇

ド
ラ

イ
バ

ー
へ

の
通

知
を

音
声

で
行

う
機

能
が

あ
る

こ
と

。
○

乗
降

時
に

、
乗

客
を

確
認

し
記

録
で

き
る

こ
と

。
〇

乗
客

の
料

金
や

支
払

い
方

法
（

現
金

・
回

数
券

・
オ

ン
ラ

イ
ン

決
済

な
ど

）
な

ど
を

記
録

で
き

る
こ

と
。

○

事
前

に
オ

ン
ラ

イ
ン

決
済

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
決

済
済

で
あ

る
こ

と
を

表
示

で
き

る
機

能
を

有
す

る
こ

と
。

○

事
前

に
オ

ン
ラ

イ
ン

決
済

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
、

現
金

や
交

通
系

IC
カ

ー
ド

な
ど

で
、

バ
ス

車
内

で
運

賃
を

支
払

え
る

こ
と

。
〇

事
前

に
オ

ン
ラ

イ
ン

決
済

さ
れ

て
い

な
い

場
合

に
お

け
る

バ
ス

車
内

で
の

運
賃

支
払

い
方

法
と

し
て

、
QR

コ
ー

ド
決

済
等

の
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

に
も

対
応

で
き

る
こ

と
。

〇

通
知

・
連

絡
機

能
運

行
に

遅
延

が
発

生
し

て
い

る
場

合
に

、
乗

車
予

定
者

に
遅

延
を

通
知

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
○

乗
車

予
定

者
が

予
約

時
間

に
乗

降
地

点
に

現
れ

ず
に

発
車

し
た

場
合

、
通

知
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

○

記
録

日
報

に
必

要
な

以
下

の
情

報
を

入
力

で
き

る
こ

と
。

（
例

）
入

庫
・

出
庫

時
間

や
オ

ド
メ

ー
タ

ー
値

、
回

数
券

販
売

情
報

 
な

ど
○

管
理

シ
ス

テ
ム

予
約

機
能

電
話

に
よ

る
予

約
受

付
電

話
で

受
け

付
け

た
予

約
内

容
を

利
用

者
自

身
で

は
な

く
管

理
者

等
に

よ
り

シ
ス

テ
ム

へ
代

理
で

登
録

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
〇

予
約

を
連

続
し

て
登

録
す

る
際

に
入

力
情

報
を

流
用

で
き

る
こ

と
〇

予
約

受
付

・
確

認
予

約
を

受
け

付
け

る
時

間
帯

を
各

車
両

に
設

定
で

き
る

こ
と

。
〇

予
約

状
況

の
一

覧
を

表
示

で
き

る
こ

と
。

〇
予

約
の

キ
ャ

ン
セ

ル
が

可
能

で
あ

る
こ

と
。

〇

運
行

計
画

運
行

計
画

（
ル

ー
ト

）
各

車
両

の
運

行
計

画
が

一
覧

で
表

示
で

き
る

こ
と

。
〇

運
行

計
画

は
、

地
図

画
面

上
で

ル
ー

ト
表

示
が

で
き

る
こ

と
。

〇
車

両
管

理
登

録
車

両
の

一
覧

を
表

示
し

、
登

録
・

変
更

・
削

除
が

で
き

る
こ

と
。

〇

統
計

機
能

運
行

実
績

の
集

計
運

行
実

績
を

随
時

確
認

で
き

、
CS

V等
の

フ
ァ

イ
ル

形
式

で
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

〇

連
絡

・
通

知
機

能
連

絡
・

通
知

機
能

利
用

者
へ

の
お

知
ら

せ
を

配
信

す
る

こ
と

が
で

き
る

機
能

〇
利

用
料

設
定

等
利

用
料

金
設

定
利

用
者

の
属

性
等

に
よ

り
、

利
用

料
金

を
設

定
す

る
こ

と
が

可
能

な
こ

と
。

○
外

部
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
シ

ス
テ

ム
の

拡
張

性
サ

ー
ビ

ス
連

携
他

の
M

aa
Sア

プ
リ

と
の

連
携

が
可

能
な

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
こ

と
。

〇

専
用

ア
プ

リ
以

外
に

、
SN

Sア
プ

リ
等

か
ら

予
約

が
で

き
る

こ
と

。
〇

回
数

券
・

ク
ー

ポ
ン

券
回

数
券

や
定

期
券

、
デ

ジ
タ

ル
ク

ー
ポ

ン
な

ど
を

発
行

し
、

運
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
○
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本庄市デマンド交通等運行事業実施仕様書（案）

（本庄シャトルバス運行時業）

本仕様書は、本庄市デマンド交通等運行事業の実施に関して、必要な事項を定めるものとする。

１ 事業名

本庄市シャトルバス運行事業

２ 目 的

本庄市の将来都市構造において拠点となる「本庄駅周辺」と「本庄早稲田駅周辺」を結ぶ「拠

点連携軸」として、本庄駅、本庄早稲田駅間を結ぶ本庄シャトルバスを運行することを目的と

する。

３ 事業概要

（１） 運行形態

道路運送法第４条に定める一般乗合旅客自動車運送事業の許可を受け、路線を定め、時

刻表に基づいて運行する自動車による乗合旅客の運送（路線定期運行）とする。

（２） 運行日

ア 毎日

イ 気象状況等により安全な運行が確保できないと見込まれるときは、運行事業者の判断

により運休とすることができる。この場合、運行事業者は、遅滞なく本庄市に報告する。

（３） 運行路線

ＪＲ高崎線本庄駅南口駅前広場に設置するバス停とＪＲ上越・北陸新幹線本庄早稲田駅

北口駅前広場に設置するバス停間を往復する路線とし、経路は本庄市交通政策協議会が別

途定め、経路上のバス停は、運行事業者と本庄市が協議し、決定する。なお、バス停は、

本庄市が設置する。

（４） 運行時間

午前９時から午後７時までとする。なお、時刻表は、運行事業者と本庄市が協議し、決

定することとし、利用状況を確認しながら、利便性の向上に向けた定期的な見直しを行う。

（５） 運行車両

ア 事業に使用する車両（以下「常用車両」という。）及び常用車両が事故等で使用できな

い時に運行する車両（以下「予備車両」という。）は、本庄市交通政策協議会が指定する

ワゴン車両とする。

イ 運行事業者は、車両リース会社とリース契約を締結する、または、車両を取得するこ

とで、常用車両及び予備車両を使用する。

ウ 常用車両及び予備車両は、下記の保険に加入するものとし、加入手続及び保険料の支

払いは、運行事業者が行う。

対人賠償 無制限
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エ 運行事業者は、常用車両及び予備車両の点検及び清掃を適宜実施し、適正な維持管理

に努め、運行に支障がないよう対応する。

オ 運行に当たっては、本庄シャトルバスであることが分かるように外装ラッピング（フ

ルラッピング）をするものとする。

（６） 乗継券

ア 運行事業者は、本庄市交通政策協議会が別途定める乗継券を作成する。なお、作成方

法、サイズ等詳細な事項は、デマンドバスの運行事業者及び本庄市と協議し、決定する。

イ 運行事業者は、本庄市交通政策協議会が別途定める利用者に対して、乗継券を交付す

る。

ウ 運行事業者は、利用者がデマンドバス等で交付された乗継券等を提示した際には、記

載事項を確認の上、不備がなければ受領し、本庄市交通政策協議会が別途定める割引等

を運賃に反映させる。

（７） 回数乗車券

ア 運行事業者は、本庄市交通政策協議会が別途定める回数乗車券を作成する。なお、作

成方法、サイズ等詳細な事項は、デマンドバスの運行事業者及び本庄市と協議し、決定

する。

イ 運行事業者は、回数乗車券を販売する。なお、販売方法等詳細な事項は、デマンドバ

スの運行事業者及び本庄市と協議し、決定する。

（８） 運賃（利用料金）

ア 運賃は、本庄市交通政策協議会が別途定める。なお、運賃の支払いは、現金、回数乗

車券及び交通系 IC カード等のキャッシュレス決済とし、車内に料金箱及び車載決済端末

を設置する。

イ 料金箱及び車載決済端末の設置場所、サイズ等詳細な事項は、運行事業者と本庄市が

協議し、決定する。

ウ 運賃は、決済手数料を差し引き全額、運行事業者の収入とする。

エ 運行事業者は、運賃等の収受に対し、釣銭の準備をする。

（９） 運送対象者（利用者）

ア 運送対象者は、原則として一人で乗り降り可能な方（介護者が同乗する場合はこの限

りでない。）とする。

イ 次に該当する場合は、原則として利用できないものとし、利用を拒否できるものとす

る。

(ア) ペットを同乗させる場合

(イ) 他の利用者に危害が及ぶおそれがあると判断できる場合

(ウ) その他適正な運行を妨げるおそれがあると判断できる場合

４ 事業内容

対物賠償 無制限

人身傷害 3,000 万円以上
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（１） 運行に関すること

運行事業者は、時刻表に基づき、円滑な運行を実施する。

（２） 車内掲示に関すること

運行事業者は、運行する車両の中に、路線図、運賃等の運行に係る情報を掲示する。

（３） 実施報告に関すること

ア 運行事業者は、道路運送法施行規則第51条の18第２項に基づく日報を月ごとに集計し

た報告書（月報）を翌月５日（５日が休日である場合は、休日後最初の本庄市の開庁日）

までに、本庄市に提出する。

イ 運行事業者は、本庄市から事業に関する資料等の提供の要求があった場合は、速やか

に提出する。

（４） 事業責任者の選任に関すること

ア 運行事業者は、事業の責任者として、事業責任者を配置する。

イ 事業責任者は、本庄市との連絡調整を行い、事業を円滑に実施できるよう対応する。

（５） 地域特性の把握

運行事業者は、より安全・円滑に事業を実施できるように、運行区域の道路状況や地理

的特性を把握する。

（６） 運行事業の推進に関すること

運行事業者は、事業の趣旨を理解し、本事業を積極的に推進する。

５ 補助金

本庄市は、運行実績（運行事業者の運行経費から運賃収入等の収入を差し引いた額）に応じ

て、別途定める補助金交付要綱に基づき補助金を交付する。

６ 一般的注意事項

（１） 公共交通の意識

運行事業者は、事業を実施するに当たり、公共交通の一つを担うという意識を持ち、利

用者の立場にたった対応を心がける。

（２） 関係法令の遵守

運行事業者は、事業を実施するに当たり、道路運送法・道路運送法施行令・道路運送法

施行規則並びにその他関係法規及び通知等を遵守する。

（３） 信義誠実の義務

運行事業者は、信義を重んじて誠実に事業の実施に取り組む。

（４） 個人情報の保護等

運行事業者は、事業を実施するための個人情報の取扱いについては、別記「個人情報取

扱特記事項」を守らなければならない。なお、このことは、事業が終了した後においても

同様とする。

（５） 貸与物品の取扱い

運行事業者は、本庄市から借用して使用する物品等については、善良なる管理者の注意

義務をもって使用し、き損・滅失等をした場合、その原因が運行事業者の故意又は過失に
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よるときは、その修理等に係る費用は運行事業者が負担する。

（６） 事業従事者への指導教育

運行事業者は、事業を実施するに当たり、事業に従事する者に対して、必要な指導や教

育を実施し、本庄シャトルバスの運行に支障を来たさないよう万全を期する。

（７） 事故の防止

運行事業者は、事業を実施するに当たり、安全管理を徹底するとともに事故を未然に防

止するよう最大限努める。

（８） 事故等の報告

運行事業者は、事業を実施するに当たり、事故が発生した場合は、直ちに適切な措置を

講ずるとともに本庄市に報告する。

（９） 賠償責任

運行事業者は、事業の実施により生じた損害（第三者に及ぼした損害を含む。）につい

ては、一切の責任を負う。ただし、運行事業者の責によらないものは、この限りではない。

（10） 苦情等への対応

運行事業者は、本庄シャトルバス利用者からの苦情等に誠実に対応するとともに苦情の

処理について苦情等処理報告書を作成し、定期的に本庄市へ提出する。

７ 数値目標の達成に向けた取組

（１） 利用者数

運行事業者は、本庄市地域公共交通計画に定める数値目標の達成に向け、現状値（令和

３年度）の利用者数に年間の伸び率１％を乗じた値を目標値として設定し、数値目標の達

成に向けた取組を企画し、毎年度、本庄市へ提出する。

（２） 満足度

運行事業者は、本庄市地域公共交通計画に定める数値目標の達成に向け、現状値（令和

３年度）の満足度で「やや不満・不満」と回答した者の割合が、「満足・やや満足」へ転

換するよう、数値目標の達成に向けた取組を企画し、毎年度、本庄市へ提出する。

（３） 収支率

運行事業者は、本庄市地域公共交通計画に定める数値目標の達成に向け、現状値（令和

３年度）の収支率が現状値以上となるよう、数値目標の達成に向けた取組を企画し、毎年

度、本庄市へ提出する。

（４） 認知度

運行事業者は、本庄市地域公共交通計画に定める数値目標の達成に向け、現状値（令和

３年度）の認知度で「知らない」と回答した者の割合が、「知っている」へ転換するよう、

数値目標の達成に向けた取組を企画し、毎年度、本庄市へ提出する。

８ その他

本仕様書に定めのない事項や疑義が生じた場合は、本庄市と運行事業者が相互に協議の上、

定めるものとする。
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事業評価の概要（評価制度の説明） 

 

○事業評価の位置付け 

 

本庄市交通政策協議会が策定する「生活交通確保維持改善計画」（デマンドバス及び

シャトルバスの運行計画）は、国の地域公共交通確保維持改善事業の支援を受けて進め

ているものです。該当する事業については、毎年度、協議会自らによる事業の実施状況

の確認及び評価（以下「自己評価」という。）を行い、自己評価の結果を国に報告する

ことになっています。 

また、自己評価(１次評価)は、国の設置する第三者評価委員会の審議を経て２次評価

結果として協議会に通知され、評価結果を地域公共交通計画の別紙に反映することとさ

れています。 

 

 

○事業評価の流れ 

 

生活交通確保維持改善計画と事業評価との関係は、下記のとおりです。 

 

 

令和４年５月３０日(月)開催の令和４年度第１回協議会で審議・策定 
↓ ↓ 

 

↓ ↓ 

 

今回ご審議いただく内容になります。令和６年１月末までに国土交通省へ報告します。 
↓ ↓ 

 

↓ ↓ 

 

令和６年５月(予定)協議会を開催。評価結果を踏まえ、令和７年度分の地域公共交通計

画の別紙を策定。対象期間は令和６年１０月１日～令和７年９月３０日となります。 

 

 

生活交通確保維持改善計画 

事 業 実 施 
実施期間：R4.10.1～R5.9.30 

資料２ 

自己評価（１次評価） 

２ 次 評 価 
 

次 の 計 画 へ 反 映 
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満
の

理
由

と
し
て
は

、
予

約
に
関

す
る
意

見
が

最
も
多

く
寄

せ
ら
れ

て
い

る
。

事
業

が
計

画
に
位

置
付

け
ら

れ
た
と
お
り
、
適

切
に
実

施
さ

れ
た
。

デ
マ
ン
ド
バ

ス
の

予
約

シ
ス
テ
ム
の

改
善

が
課

題
で
あ
り
、
Ａ
Ｉを

活
用

し
た
デ
マ
ン
ド
バ

ス
配

車
シ
ス
テ
ム
等

の
「
Ａ
Ｉオ

ン
デ
マ
ン
ド
型

交
通

シ
ス

テ
ム
」
を
導

入
し
、
利

便
性

向
上

の
た
め
の

改
善

を
図

る
。
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別
添
１

C
本

庄
観

光
㈱

本
庄

シ
ャ
ト
ル

便
「
は

に
ぽ

ん
シ
ャ
ト

ル
」

系
統

：
本

庄
駅

南
口

～
本

庄
早

稲
田

駅
北

口
（
３
ｋ
ｍ
）

運
行

回
数

：
１
３
．
５
回

／
日

運
賃

：
２
０
０
円

〇
利

用
者

数
の

目
標

未
達

成
に
つ

き
、
路

線
の

再
編

や
ダ
イ
ヤ
、
運

行
方

法
の

見
直

し
の

議
論

を
行

い
、

周
辺

環
境

や
行

動
特

性
の

変
化

な
ど
に
対

応
す
べ

き
と
の

評
価

結
果

を
受

け
、
「
本

庄
市

地
域

公
共

交
通

計
画

」
（
令

和
5
年

3
月

策
定

）
に
、

「
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の

時
刻

表
の

定
期

的
な
見

直
し
」
等

の
施

策
事

業
を
位

置
付

け
た
。

○
時

刻
表

の
見

直
し
（
令

和
4
年

1
0

月
1
日

改
定

）
に
よ
り
、
利

便
性

の
向

上
を
図

っ
た
。

A
事

業
が

計
画

に
位

置
付

け
ら

れ
た
と
お
り
、
適

切
に
実

施
さ

れ
た
。

シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の

時
刻

表
の

定
期

的
な
見

直
し
が

課
題

で
あ
り
、
令

和
4
年

1
0
月

1
日

か
ら
、
新

幹
線

の
到

着
時

間
に
合

わ
せ

た
時

刻
表

へ
の

見
直

し
を
行

っ
て
お
り
、
利

用
状

況
を
確

認
し
な
が

ら
、
利

便
性

向
上

の
た
め
の

改
善

を
図

る
。

事
業

が
計

画
に
位

置
付

け
ら

れ
た
目

標
を
達

成
で
き
な
か

っ
た
。

目
標

①
：
利

用
実

績
値

の
向

上
（
利

用
者

数
1
6
,0
0
0
人

）
実

績
：
1
1
,3
9
2
人

分
析

：
利

用
者

数
は

、
新

型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の

感
染

拡
大

に
伴

う
「
新

し
い
生

活
様

式
」
の

定
着

に
よ
り
、
目

標
に
は

達
し
て

い
な
い
が

、
昨

年
度

に
比

べ
、

増
加

傾
向

に
あ
る
。
こ
れ

は
、

時
刻

表
の

見
直

し
の

効
果

に
よ

る
と
考

え
ら
れ

る
。

目
標

②
：
利

用
者

満
足

度
の

向
上

（
満

足
：
8
5
％

以
上

、
不

満
足

：
現

状
よ
り
減

少
）

実
績

：
満

足
3
4
.2
％

、
不

満
足

3
5
.1
％

分
析

：
昨

年
度

（
満

足
3
5
％

、
不

満
2
％

）
に
比

べ
、
減

少
し
て

い
る
。
こ
れ

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
対

象
の

変
更

（
R
4
利

用
者

、
R
5
無

作
為

抽
出

さ
れ

た
市

民
3
,0
0
0

人
）
に
よ
り
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を

定
期

的
に
利

用
し
な
い
層

の
意

見
も
反

映
さ
れ

た
た
め
と
考

え
ら
れ

る
。
不

満
の

理
由

と
し
て

は
、
鉄

道
と
の

乗
り
継

ぎ
や

運
行

時
間

帯
に
関

す
る
意

見
が

多
く
寄

せ
ら
れ

て
い
る
。
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地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

本
市

の
市

内
公

共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充

実
さ
せ

る
た
め
に
は

、
基

軸
と
な
る
路

線
バ

ス
に
接

続
す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
の

運
行

が
必

要
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
の

運
行

に
よ
り
、
公

共
交

通
を
乗

り
継

ぐ
こ
と
で
市

内
を
快

適
に
移

動
す
る
こ
と
が

可
能

に
な
る
。
市

内
公

共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充

実
さ
せ

る
こ
と
で
交

通
不

便
地

域
を
解

消
し
、
ま
た
、
高

齢
者

等
の

交
通

弱
者

の
移

動
手

段
を
確

保
す
る
。

別
添

１
－

２

事
業

実
施

と
地

域
公

共
交

通
計

画
／

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

と
の

関
連

に
つ
い
て

令
和

6
年

1
月

2
4
日

協
議

会
名

：
本

庄
市

交
通

政
策

協
議

会

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
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令
和
５
年
４
月
～
令
和
１
０
年

３
月

令
和
５
年
度

本
庄
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
（
埼
玉
県
本
庄
市
）

（
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
事
業
）

地
域

の
公
共
交
通
等
の
現
況
・
課
題

令
和

4年
5月

30
日

・
協
議
会
に
お
い
て
令
和

5年
度
生
活
交
通
確
保
維
持
改

善
計
画
を
承
認

令
和

5年
度

第
1回

（
令
和

5年
5月

26
日
）

・
令
和

6年
度
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
費
補

助
金
に
係
る
地
域
公
共
交
通
計
画
の
認
定
申
請
に
つ
い

て 第
2回

（
令
和

5年
7月

26
日
）

・
群
馬
県
富
岡
市

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
愛
タ
ク
」
視
察
報
告

・
群
馬
県
前
橋
市
「
自
動
運
転
バ
ス
及
び
Gu

nM
aa
S」
視

察
報
告

・
乗
合
送
迎
サ
ー
ビ
ス
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
に
つ
い
て

第
3回

（
令
和

5年
10
月

2日
）

・
群
馬
県
明
和
町
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
め
い
わ
」
視
察
報
告

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
及
び
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
仕
様
書
（
案
）

第
4回

（
令
和

6年
1月

24
日
）

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
及
び
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
仕
様
書
（
案
）

・
令
和

5年
度
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
の
事
業
評

価
に
つ
い
て

・
本
庄
市
交
通
政
策
協
議
会
設
置
要
綱
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

協
議

会
開
催
状
況

目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
の
今
年
度
実
施
状
況

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

路
線

バ
ス

(地
域

間
幹

線
系

統
）

、
デ

マ
ン

ド
バ

ス
及

び
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の

相
互

乗
り

継
ぎ

の
促

進
を

図
る

た
め

、
豊

富
な

割
引

メ
ニ

ュ
ー

を
用

意
し

て
い

る
。

交
通

計
画
の
計
画
期
間

交
通

計
画
の
基
本
的
な
方
針
／
定
性
的
な
目
標

路
線

バ
ス

と
い

っ
た

幹
線

移
動

軸
に

接
続

す
る

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

を
確

保
し

、
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
高

齢
者

等
の

交
通

弱
者

の
自

立
的

な
日

常
移

動
の

支
援

や
公

共
交

通
不

便
地

区
の

解
消

を
図

る
。

【
評
価
指
標
・
目
標
値
】

○
利

用
者

数
（

利
用

実
績

値
の

向
上

）
・

デ
マ

ン
ド

バ
ス

：
13

,0
00

人
・

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

：
16

,0
00

人
・

地
域

間
幹

線
系

統
（

朝
日

自
動

車
㈱

路
線

バ
ス

）
：

前
年

度
対

比
で

増
加

○
利

用
者

満
足

度
（

運
行

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

利
用

者
満

足
度

の
向

上
）

・
デ

マ
ン

ド
バ

ス
：

満
足

：
85

%
以

上
、

不
満

：
現

状
よ

り
減

少
・

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

：
満

足
：

85
%

以
上

、
不

満
：

現
状

よ
り

減
少

【
当
該
指
標
・
目
標
値
を
設
定
し
た
理
由
】

・
デ

マ
ン

ド
バ

ス
、

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

最
も

多
か

っ
た

利
用

者
数

を
目

標
値

と
し

、
市

内
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

を
測

る
た

め
の

指
標

と
し

て
地

域
間

幹
線

系
統

の
利

用
者

数
を

設
定

。
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

運
行

サ
ー

ビ
ス

と
な

っ
て

い
る

か
を

評
価

す
る

た
め

利
用

者
満

足
度

を
指

標
と

す
る

。
【
効
果
】

・
デ

マ
ン

ド
バ

ス
の

運
行

に
よ

り
、

交
通

不
便

地
域

の
解

消
が

図
れ

、
高

齢
者

等
の

交
通

弱
者

の
移

動
手

段
が

確
保

さ
れ

る
。

・
既

存
路

線
バ

ス
、

デ
マ

ン
ド

バ
ス

及
び

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

の
相

互
の

乗
り

継
ぎ

に
よ

り
、

公
共

交
通

で
の

市
内

移
動

が
快

適
に

行
え

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

形
成

さ
れ

る
。

現
在

、
本

市
の

主
要

拠
点

間
の

移
動

手
段

は
、

本
庄

地
域

と
児

玉
地

域
(平

成
１

８
年

に
本

庄
市

と
児

玉
町

と
の

合
併

に
よ

り
現

本
庄

市
と

な
る

。
)の

間
を

結
ぶ

路
線

バ
ス

が
担

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
急

速
な

少
子

高
齢

化
の

進
展

や
人

口
の

減
少

、
マ

イ
カ

ー
の

利
用

を
前

提
と

し
た

生
活

ス
タ

イ
ル

の
定

着
等

に
よ

り
、

公
共

交
通

の
利

用
は

減
少

傾
向

に
あ

り
、

そ
の

維
持

・
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

【
デ

マ
ン

ド
バ

ス
】

・
「

本
庄

市
地

域
公

共
交

通
計

画
」

(令
和

5年
3月

策
定

)に
、

「
デ

マ
ン

ド
バ

ス
予

約
シ

ス
テ

ム
の

改
善

」
や

「
デ

マ
ン

ド
バ

ス
の

運
行

形
態

の
見

直
し

」
等

の
施

策
事

業
を

位
置

付
け

た
。

【
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
】

・
「

本
庄

市
地

域
公

共
交

通
計

画
」

(令
和

5年
3月

策
定

)に
、

「
シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の

時
刻

表
の

定
期

的
な

見
直

し
」

等
の

施
策

事
業

を
位

置
付

け
た

。
・

時
刻

表
の

見
直

し
（

令
和

4年
10

月
1日

改
定

）
に

よ
り

、
利

便
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

面
積

8
9
.6
9
ｋ
㎡

人
口

（
R
5
.4
.1
時

点
）

7
7
,4
7
3
人

1
5
歳
未
満

8
,6
5
9
人

6
5
歳
以
上

2
2
,6
4
9
人

高
齢

化
率

2
9
.2

％

一
部

山
村
指
定
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もといずみ号【デマンド型】
児玉山間地域、児玉市街地(一部)を
運行。（朝夕は通学バスとして利用）

はにぽん号【デマンド型】
児玉市街地を運行。

はにぽん号【デマンド型】
本庄南地域を運行。

はにぽん号【デマンド型】
本庄北地域を運行。(一部時
間帯、通学バスとして利用)

至 伊勢崎市

至 寄居町児玉駅

はにぽんシャトル【乗合バス型】
本庄駅と本庄早稲田駅の駅間
を結ぶ交通。

本庄早
稲田駅

本庄駅

運行路線 運行事業者

① 伊勢崎駅～本庄駅北口 十王自動車㈱

② 本庄駅南口～本庄早稲田駅～寄居車庫 協同貨物自動車㈱

③
本庄駅南口(宮本町車庫)～（児玉高校）～児
玉折返し場～赤城乳業千本さくら工場 朝日自動車㈱

④ 本庄駅南口～神泉総合支所

路線バス一覧

地域の公共交通体系図
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本庄駅

1：本庄駅南口

本庄早稲田駅

🚏

🚏 2：駅南交番前

🚏

🚏

🚏

🚏

🚏

🚏

3：南本町

4：けや木

5：新田原

6：法務局南

7：久下塚

8：本庄早稲田駅北口

本庄シャトル便 路線図

＜路線概要＞

起点：本庄駅南口

終点：本庄早稲田駅

営業キロ：３．０ｋｍ

バス停数：８か所

平均バス停間距離：約４３０ｍ
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①
デ
マ
ン
ド
交

通
（
は

に
ぽ

ん
号

・
も
と
い
ず
み

号
）
　
利

用
者

数

1
0
月

1
1
月

1
2
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

2
3
日

2
4
日

2
4
日

2
3
日

2
2
日

2
6
日

2
4
日

2
4
日

2
6
日

2
5
日

2
6
日

2
4
日

2
9
1
日

2
9
3
日

月
　
間

3
2
3

3
6
3

3
9
3

2
9
9

3
3
5

3
6
6

3
8
3

3
5
8

3
8
9

3
3
9

3
5
8

3
9
1

4
,2
9
7

4
,0
3
0

6
.6
%

１
日

平
均

1
4
.0

1
5
.1

1
6
.4

1
3
.0

1
5
.2

1
4
.1

1
6
.0

1
4
.9

1
5
.0

1
3
.6

1
3
.8

1
6
.3

1
4
.8

1
3
.8

7
.0
%

月
　
間

3
4
4

3
3
6

3
4
2

2
6
7

3
1
1

3
5
2

3
3
2

2
9
0

3
2
4

3
1
0

3
2
4

3
1
7

3
,8
4
9

3
,8
7
9

-
0
.8
%
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「本庄市地域公共交通計画」（令和5年3月策定）
　一部抜粋
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本庄市交通政策協議会設置要綱の一部改正について

○改正の理由

本庄市交通政策協議会は、道路運送法施行規則に規定する「地域公共交通会議」及び

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に規定する「法定協議会」を兼ねる協議会

であり、本庄市副市長が会長を務めています。

「地域公共交通会議」及び「法定協議会」は、地域の移動ニーズに合った公共交通サ

ービスを実現するために関係者が協議を行うことは同一であり、必ずしも市職員を会長

に選任することは法令上求められていません。

今後は、様々な関係者がそれぞれの立場から、「本庄市地域公共交通計画」に基づく事

業をより良くするためのアイディアを出し合うことが望まれます。より良い地域公共交

通の実現のためには、多様な関係者の意見を反映させることが必要である一方、専門的

な内容も多いことから、会長について、学識経験を有する者を選任することができるよ

う、本庄市交通政策協議会設置要綱の一部改正をするものです。

○改正の内容

第５条（役職）の規定を、協議会の会長について、学識経験を有する者を選任するこ

とができるよう改めます。また、学識経験者が会長となることに伴い、これまで学識経

験者が選任されていた顧問の役職を削ります。

○施行予定日

令和６年４月１日

資料３
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本庄市交通政策協議会設置要綱

平成２４年１月２０日

告示第１７号の２

（設置）

第１条 市内の交通の実態について調査及び研究を行い、本市の交通政策のあり

方を協議することにより、住民の利便性及び生活環境の向上に寄与するため、

本庄市交通政策協議会（以下「協議会」という。）を設置する。

２ 協議会は、市内の公共交通のあり方についての協議を行うため、道路運送法

施行規則（昭和２６年運輸省令第７５号）第９条の２に規定する地域公共交通

会議及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９

号）第６条第１項に規定する協議会を兼ねるものとする。

（業務）

第２条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。

（１） 総合的な交通政策の検討及び推進に必要と認められる事項に関するこ

と。

（２） 地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（平成２３年３月３

０日国総計第９７号、国鉄財第３６８号、国鉄業第１０２号、国自旅第２４

０号、国海内第１４９号及び国空環第１０３号）第２条第１項第１号に規定

する生活交通確保維持改善計画（以下「生活交通確保維持改善計画」という。）

の策定及び変更に係る協議に関すること。

（３） 生活交通確保維持改善計画に位置付けられた事業の実施の調整に関す

ること。

（４） 地域の実情に応じた適切な交通手段の態様及び運賃、料金等の検討に

関すること。

（５） 地域公共交通計画の作成及び変更に関する協議に関すること。

（６） 地域公共交通計画の実施に関する協議に関すること。

（７） 地域公共交通計画に位置付けられた事業の実施に関すること。

（８） 前各号に掲げるもののほか、協議会の目的を達成するために必要なこ

と。
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（委員）

第３条 協議会は、委員２４人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。

（１） 市長又はその指名する者

（２） 一般乗合旅客自動車運送事業者及びその組織する団体の代表者

（３） 一般貸切旅客自動車運送事業者

（４） 一般乗用旅客自動車運送事業者が組織する団体の代表者

（５） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の

代表者

（６） 住民又は利用者の代表

（７） 本庄警察署長又はその指名する者

（８） 児玉警察署長又はその指名する者

（９） 国又は県の交通政策行政の経験及び知識を有する者

（１０） 国土交通省関東運輸局埼玉運輸支局長又はその指名する者

（１１） 国又は県の都市計画行政の経験及び知識を有する者

（１２） 道路管理者

（１３） 学識経験を有する者その他協議会が必要と認める者

（任期）

第４条 委員の任期は、市長が委嘱、又は任命した日から当該日の属する年度の

翌年度の末日までとする。ただし、再任を妨げない。

２ 前項の規定にかかわらず、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（役職）

第５条 協議会に会長及び顧問を１人ずつ１人を置き、それぞれ次に掲げる者第

３条第２項第１３号の者のうち、学識経験を有する者をもって充てる。

（１） 会長 第３条第２項第１号の者

（２） 顧問 第３条第２項第１３号の者のうちから会長が選任するもの

２ 会長は、協議会の会務を総括し、協議会を代表する。

３ 顧問は、協議会における協議事項に対し、指導又は助言を行う。

（会議）
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第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長と

なる。

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、これを開くことができない。ただ

し、書面により代理者に権限の委任がある場合には、代理者を出席委員とみな

す。

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。

４ 会議は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その説明又は意

見を聴くことができる。

５ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正か

つ円滑な議事運営に支障が生じると認められる場合は、非公開とする。

（協議結果の尊重義務）

第７条 会議において協議が調った事項について、関係者はその結果を尊重し、

当該事項の誠実な実施に努めるものとする。

（幹事会）

第８条 協議会に提案する事項について協議又は調整を行うため、必要に応じ協

議会に幹事会を置くことができる。

２ 幹事会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。

（事務局）

第９条 協議会の業務を処理するため、協議会に事務局を置く。

２ 事務局に事務局長及び事務局員を置き、会長が定めた者をもって充てる。

３ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（経費の負担）

第１０条 協議会の運営に要する経費は、補助金、交付金その他の収入をもって

充てる。

（監査）

第１１条 協議会に監査委員を２人置き、会長が指名する委員をもって充てる。

２ 監査委員は、協議会の出納の監査を行い、その結果を会長に報告しなければ

ならない。
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（財務に関する事項）

第１２条 協議会の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長

が別に定める。

（協議会が解散した場合の措置）

第１３条 協議会が解散した場合は、協議会の収支は、解散の日をもって打ち切

り、会長であった者がこれを決算する。

（その他）

第１４条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会

長が別に定める。

附 則

この告示は、公示の日から施行する。
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